
                                                   

 

 

                                            

西宮市立高木小学校 

 

１月の            から 

◆お正月
しょうがつ

料理
りょうり

◆ 

  新
あたら

しい年
とし

が良
よ

い年
とし

になるなるように、「年
とし

神
かみ

様
さま

」をおむかえするために、おせち料
りょう

理
り

やお雑
ぞう

煮
に

をつく

る風
ふう

習
しゅう

があります。神
かみ

様
さま

と同
おな

じものを食
た

べることで、力
ちから

を分
わ

けてもらい、１年
ねん

を元気
げ ん き

に過
す

ごすことができ

ると考
かんが

えられています。 

13日（火） ちくぜんに ２２日（木） ぞうに 

さまざまな材料
ざいりょう

を鍋
なべ

で一緒
いっしょ

に煮
に

しめ

ていくことから、「家族
か ぞ く

が仲良
なか よ

く一緒
いっしょ

に結
むす

ばれますように」という願
ねが

いがこめられ

ています。 

地域
ちいき

によって味付
あ じ つ

けやおもちの 形
かたち

など様々
さまざま

ですが、

給 食
きゅうしょく

では白玉
しらたま

もちを使用
し よ う

し、すまし仕立
じ た

てにしています。

鶏肉
とりにく

・かまぼこ・しいたけ・だいこん・ほうれんそう・金時
きんとき

にん

じんを使用
し よ う

します。 

◆地産地消
ちさんちしょう

◆ 

13日（火） ごはん 

こめ 

名塩
めいしお

管内
かんない

・山口
やまぐち

地区
ち く

で作
つく

られた

「きぬひかり」というお米
こめ

です。 

 

◆季節
き せ つ

の果物
くだもの

◆ 

30日（木） ぽんかん 

１月
がつ

から２月
がつ

が旬
しゅん

のかんきつ類
るい

です。 

酸味
さ ん み

は少
すく

なく、甘
あま

みが強
つよ

いのが特
とく

徴
ちょう

です。 

果
か

肉
にく

を包
つつ

む内
ない

皮
ひ

は柔
やわ

らかいので 

袋
ふくろ

のまま食
た

べられます。 

 

◆季節
き せ つ

の野菜
やさい

◆ 

だいこん   ほうれんそう   はくさい 

  

 
おうちのひとといっしょ
に読みましょう。 

 

地
ち

域
いき

で生
せい

産
さん

した食
しょく

材
ざい

を地
ち

域
いき

で消
しょう

費
ひ

する取
と

り組
く

み 

 

29日（木） すきやきふう 

ふとねぎ 

寒
さむ

さであまみとやわらかさが増
ま

すので、緑
みどり

の部分
ぶぶん

までまるごと食
た

べられます。 

西宮
にしのみや

 宝塚
たからづか

 

◆世界
せかい

の料理
りょうり

◆  ジョージア 

21日（水） シュクメルリ 

 ジョージアという国
くに

の代表的
だいひょうてき

な料理
りょうり

です。ジョージ

アの料理
りょうり

は、ヨーロッパとアジアの食
しょく

文化
ぶんか

が融合
ゆうごう

した

料理
りょうり

で、チーズやハーブをよく使
つか

います。シュクメルリ

はたっぷりのにんにくとチーズを加
くわ

えたクリームソー

スで鶏肉
とりにく

を煮込
に こ

んだ料理
りょうり

で、給 食
きゅうしょく

では玉
たま

ねぎやさつ

まいもなどを加
くわ

えて、具
ぐ

だくさんの煮
に

込
こ

み料
りょう

理
り

にアレ

ンジしています。 

ジョージア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明
めい

治
じ

22（1889）年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

の私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で、

貧
まず

しい子
こ

どもたちへ食
しょく

事
じ

を提
てい

供
きょう

したのが始
はじ

まりとさ

れています。この学
がっ

校
こう

はお寺
てら

の中
なか

にあり、お坊
ぼう

さんた

ちが集めたお金
かね

や食
た

べ物
もの

で食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

していました。 

大
たい

正
しょう

12（1923）年
ねん

には、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

を改
かい

善
ぜん

するた

めの方
ほう

法
ほう

として、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が国
くに

から奨
しょう

励
れい

されるなど、各
かく

地
ち

へ広
ひろ

が

りましたが、戦
せん

争
そう

による食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

で中
ちゅう

止
し

せざるを得
え

なくなってし

まいました。 

昭
しょう

和
わ

29（1954）年
ねん

に「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

法
ほう

」が成
せい

立
りつ

したことで、実
じっ

施
し

体
たい

制
せい

が法
ほう

的
てき

に整
ととの

い、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

として位
い

置
ち

付
づ

けられ

るようになりました。 

主
し ゅ

食
しょく

はパンが中
ちゅう

心
しん

でしたが、昭
しょう

和
わ

51年
ねん

に米
べい

飯
はん

（ご飯
はん

）が正
せい

式
しき

に導
どう

入
にゅう

されると、カレーライスや炊
た

き

込
こ

みご飯
はん

などが登
とう

場
じょう

し、献
こん

立
だて

内
ない

容
よう

が充
じゅう

実
じつ

していき

ました。 

昭
しょう

和
わ

21（1946）年
ねん

12月
がつ

24日
か

にララ（ア

ジア救
きゅう

援
えん

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）から給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

けて、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されました。 

12月
がつ

24日
か

を 

「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」、

１月
がつ

24日
か

からの１週
しゅう

間
かん

を

「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」と

することになりました。 

 

23日（金） 

くじらのノルウェーふう 

くじらのお肉
にく

は昔
むかし

は安価
あんか

に手
て

に

入
はい

ったため、家庭
かてい

や給 食
きゅうしょく

でよく

食
た

べられていました。 

昔
むかし

なつかしい給食
きゅうしょく

 

30日（金） 

きなこパン 

今
いま

も昔
むかし

も大人気
だいにんき

な給 食
きゅうしょく

。パンを

油
あぶら

であげて、きなことさとう、塩
しお

を

混
ま

ぜたものをまぶしてつくります。 

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は時代
じ だ い

とともに変化
へ ん か

していますが、いつの時代
じ だ い

も、「子
こ

どもたちが飢
う

えることなく、おいしく食
た

べて、健
すこ

やかに成
せい

長
ちょう

できるように」といった願
ねが

いが込
こ

められています。現代
げんだい

では大人
お と な

になっても自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

で考
かんが

えて健康
けんこう

な食生活
しょくせいかつ

を続
つづ

けることができるように、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は教材
きょうざい

の役割
やくわり

も担
にな

っています。 


